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Ir. H. K.P.H Soelarso Basarah Soerjosoejarso、R. Wishnu P. Sudarmadji, M.Hum
「マンクヌガラン舞踊とバティックの歴史に関する一考察 」
マンクヌガラン王宮の長い歴史は1757年に幕を開ける。しかし、その２年前の1755年に既に誕生
したジョグジャカルタの王宮と異なって、マンクヌガランは文化の形成のプロセスにおいて特殊な
点を持ち、それはマンクヌガラン王宮の特徴になっている。伝統の面においては、ジョグジャカル
タのカスルタナン王宮はマタラム・イスラムの文化を継承する。そのために、カスルタナン王宮に
誕生し、発展した本題である舞踊とバティックは現在においてもそれほどの変化が見られない。ジョ
グジャカルタの王宮では新しい舞踊が誕生したとしても、昔から継承してきた舞踊がベースになっ
ている。本研究は、ジョグジャカルタのカスルタナン王宮と比較することで、マンクヌガラン王宮
ではどのように舞踊とバティックが発展してきたかについて論じる。
本研究は、マンクヌゴロ１世（K.G.P.A.A. Mangkoenagoro I、1757−1796年）であるR.M.サイー
ド（R.M. Said）の時代からの舞踊とバティックの発展について述べていく。
マンクヌガラン舞踊の製作過程
マンクヌガラン王宮の舞踊の発展において最も重要な役割を果した人物はR.M.サイードであっ
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た。マンクヌガラン１世となったR.M.サイードは自分が体験した戦争を基本に３つの踊りの製作を
命じた。その舞踊は以下の通りである。
１．Bedhaya Kasenapaten Anglirmendhung（ブドヨ・カセナパテン・アングリールムンドゥン）
アングリールムンドゥンは「曇り空のよう」という意味である。1752年、ポノロゴにあるクサト
リヤン村で行われた戦争を記念に製作された。この舞踊はR.M.サイードが王（マンクヌゴロ１世）
になった時（1757年３月17日）に初めて上演された。この舞踊は銃とアラビア語で書かれた「神の
名」のドドット（Dodot）を使用し、３人の女性によって踊られた。その後、1787年のマンクヌゴ
ロ１世の誕生日にもう一度上演された。マンクヌゴロ３世がカスナナンのパクブウォノ５世の娘と
結婚した時にはこの踊りはパクブオゥノ５世のために捧げられた。カスナナン王宮ではSrimpi 
Anglirmendhung（スリンピ・アングリールムンドゥン）と言われ、銃を使用せずに４人の女性に
よって踊られた。歌の詞もKetawang Mijil Anglirmendhung（クタワン・ミジール・アングリール
ムンドゥン）からKetawang Gita Sri Narendra（クタワン・ギタ・スリ・ナレンドラ）に変えた。そ
れ以降、この踊りは公式の舞踊にならず、上演されることもなかったが、1981年にマンクマンクヌ
ゴロ８世がこの舞踊を再建し、公式の舞踊とした。マンクヌゴロ９世の時は、この舞踊はアラビア
語書きのドドットを使用せず、７人の女性によって踊られた。
２．Bedaya Kasenapaten Diradameta（ブドヨ・カセナパテン・ディラダムタ）
ディラダムタは「暴れる像」という意味である。1756年、南ルンバンにあるシタクピャー森で行
われた戦争を記念に製作された舞踊であった。この踊りの特徴は、槍や矢を使用し、７人の男性に
踊られたことである。2007年、マンクヌガラン250周年記念の時にこの舞踊はマンクヌゴロ９世に
よって再建され、上演された。
３．Bedaya Kasenapaten Sukapratama（ブドヨ・カセナパテン・スコプラトモ）
スコプラトモは「主な喜び」という意味である。1757年、ジョグジャカルタのオランダのフォー
トであるフレデゥバーグ（Vredeburgh）フォートを攻撃した記念に製作された。この舞踊は男性７
人によって踊られた。しかしこの舞踊に関する資料は少ないため、現在においてもこの舞踊を再建
することができない。
マンクヌガラン舞踊の改善過程
マンクヌガラン舞踊の改善過程はマンクヌゴロ４世（1853−1881年）とマンクヌゴロ５世（1881-
1896年）の下で行われたことが記録されている。マンクヌガラン２世とマンクヌゴロ３世の時代は
設立したばかりの王宮における軍、行政、法律、王宮の政策の面を再編成していた。
マンクヌゴロ４世の時代、マンクヌガランは安定した状況にあったため、様々な分野で新しい作
品を構成することが可能であった。マンクヌガランの建物をリフォームする他、マンクヌゴロ４世
は舞踊はもちろん、文学作品、歌と音楽（グンディング―Gendhing）、ワヤンを製作した。舞踊の
面では、マンクヌゴロ４世はウィルン（Wireng）という戦争の舞踊の製作を命じた。ウィルンはワ
ヤン・オランの物語を基礎に製作された舞踊であり、同じ衣装を着用し、２人ないし４人によって
踊られるペアの舞踊であった。その他にマンクヌゴロ４世の下で製作されたのはトペン舞踊（Tari 
Topeng−仮面舞踊）である。彼は、マンクヌガランの若い女性たちにその踊りをR.M.A.タンダクス
モ（R.M.A. Tandakusuma）の下で習うように命じた。また、この時代においてラングンドリヤン
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（Langendriyan―舞踊劇）が人気になった。
マンクヌゴロ５世の時代における改善は、舞踊の衣装と振り付け、ワヤン・オランの芸術的な演
出、ラングンドリヤンの衣装、ウィルン舞踊の衣装の面で行われている。また、マンクヌゴロ５世
は様々なウィルン舞踊の製作を命じた。この時代に製作された舞踊はスリンピ舞踊（Tari Srimpi）
の組成と似たブクサン・マンドラクスモ（Beksan Mandrakusuma、スリカンディ対ララサティ）、
ブクサン・マンドラアスモロ（Beksan Mandraasmara、プジャワティ対テジャワティ）、ブクサン・
マンドラリニ（Beksan Mandrarini、シガルー姫対ヌサブランバン姫）でる。
マンクヌガラン舞踊の発展過程
マンクヌゴロ７世（1916−1944年）はマンクヌゴロ６世（1896−1916年）の時代に起きた経済危
機を乗り越え、マンクヌガランの芸術に再び関心を向けた。また、マンクヌゴロ７世はジョグジャ
カルタのハムンクブウォノ７世（1877−1921年）の娘と結婚することで、マンクヌガラン舞踊に大
きな影響を与えた。つまり、ジョグジャカルタの王宮の古典的な舞踊がマンクヌガランに紹介され
たのである。また、マンクヌゴロ７世はジョグジャカルタの王宮の芸術を学ぶためにマンクヌガラ
ンの芸術団を派遣した。それだけではなく、自分の娘にカスナナン王宮の舞踊を習わせ、大人にな
るとG.P.Hテジョクスモ（G.P.H. Tedjokoesoemo）の自宅でジョグジャカルタ式の舞踊を習わせた。
自分の息子にはK.R.T.パドモヌドロ（K.R.T. Padmanegara）という先生をジョグジャカルタから呼
んだ。
このように、この時代に受けたジョグジャカルタの王宮とカスナナン王宮の舞踊の影響は、現在
のマンクヌガラン舞踊の特徴となっている。
1982年、マンクヌゴロ８世（1944−1987）の時代においては、マンクヌゴロ８世の息子である
（故）G.P.H.ヘルワスト・クスモ（G.P.H. Herwasto Kusumo）はスルヨ・スミラット（Soeryo Soemirat）
舞踊団を創立した。スルヨ・スミラット舞踊団の目的は、マンクヌガランの古典的な舞踊を維持す
るために王宮外の子供と若者を中心に踊りを教えることであった。
マンクヌガランのバティック
マンクヌガランバティックとカスナナンバティックの外見はほぼ同じため、区別することが困難
である。カスナナンでよく知られている文様もマンクヌガランでも知られている。両バティックの
色も同様であり、白、黄色、茶色、と（藍から）黒から成っている。異なる点は、新しく製作され
たモチーフにあった。
マンクヌガランのバティックが認知されたのはバティックの芸術家である（故）K.R.Ay.T.プラプ
ティニ・パルティニングラト （K.R.Ay.T. Praptini Partiningrat）の役割が大きかった。1940年、彼
女の母でウォノギリ知事夫人であるK.R.Ay.T. サルティナー・ハルジョウィラトモ（K.R.Ay.T. 
Sartinah Hardjowiratmo）が生計をたてるためにバティックを描き、中国の商人に預けて売った。後
に、娘にバティックの製作を命じたが、バティック製作のプロセスが上手く出来ずに失敗に終わっ
た。しかし、この失敗したバティックのモチーフが当時流行となり、「ワナギレン」（Wanagiren）と
して有名になった。その結果、他のバティック工房がバティック・ワナギレンを真似したため、後
にK.R.Ay.T.プラプティニ・パルティニングラトは「ワナギレン」という名前を「バティック・カン
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ジュンガン」に変更した。
バティック・カンジュンガンはマンクヌガランの上層部に注目され、後にマンクヌガランのバ
ティック製作は彼女に任せられた。K.R.Ay.T.プラプティニ・パルティニングラトはマンクヌガラン
に当時あったモチーフをベースに新しいバティックを製作し、そのバティックは現在マンクヌガラ
ンのモチーフとして知られている。その特徴はバティックの色が金の染まるソガン（藍）である。
オランダの支配の時代、マンクヌゴロ７世はバティックの着用についての規制を出した。それは、
パラン（Parang）文様とレレン（Lereng）文様は王族にしか着用を許さず、また、王宮の家来達は
スメン（Semen）文様とチュプロック（Ceplok）文様の着用を認めるというものであった。しかし、
日本軍政下において経済的に困難となりバティックの材料が入手困難となった。その結果、当時あっ
た規制が破られ、現在に至るまでだれでも自由にバティックを着用できるようになった。
R.M. Darajadi
「マンクヌガラン王宮における王宮運営と文学・歴史から見る影響」
王宮における運営はその建国者による精神的経験に強く影響される。建国者が信仰する宗教を基
礎に建てた王宮もあり、それ以外の基礎にもとづいた王宮もある。一般的にその建国者の考え方に
基づく王宮の基礎は次の王に受け継がれる。しかし、実際には当時の王の精神経験や時代背景など
と共に変容してきた。
ジャワにおける王宮世界ではこれらの精神・時代・歴史は文学として表現されることが多い。トゥ
ンバン・モチョパット（Tembang mocopat−ジャワの詩） は最も一般的なものである。
本研究はマンクヌガラン王宮における王宮運営において歴史やそれに学んだ知識と文学はどのよ
うな影響を持つのかについて明らかにする試みである。
共有記憶としてのババド（Babad−物語）
伝統的なジャワの歴史を書く時にBabadという伝統物語は主な資料として最も用いられている。
Babadは詩という形として書かれており、歴史的な事件について語っている文書である。殆どの
Babadは著者が不明・無名であるため、同じ物語でも異なる内容の場合があり、多様なバージョン
の物語を誕生させた。
Babadを書く時期も多様であり、出来事後直ちに書いたBabadがあれば、出来事からしばらく経過
してから書いたBabadもある。古代ヒンドゥー王国以前の時代から語っているBabadも存在するが、
その出来事が発生する時期のみのことを語っているものもある。
よく知られているBabadの中に直接マンクヌガラン王宮と関連しているものは少なくとも６つあ
ると確認できている。それは①Babad Kraton （王宮の物語）、②Babad Pacina （華人の物語）、③
Babad Kartasura（カルタスラの物語）、④Babad Tutur（トゥトゥル）、⑤Babad Lampahan（ラン
パハン？？）、と⑥Babad Memengsahanipun KGPAA Mangkunegoro I kaliyan Kanjeng Sultan 
Ngayogya （マンクヌガラ１世とジョグジャカルタ王の対敵の物語）である。Babad Kraton （王宮の
物語）、Babad Pacina （華人の物語）とBabad Kartasura（カルタスラの物語）は、R.M. Said （ラデ
ン・マス・サイード、マンクヌガラン王宮の建国者、マンクヌゴロ１世とも言う）の前期の統治時
93Asia Japan Journal 09 (2014)
代の生還とその尽力、そして最後の３つであるBabad Tutur（トゥトゥル）、Babad Lampahanと
Babad Memengsahanipun KGPAA Mangkunegoro I kaliyan Kanjeng Sultan Ngayogya （マンクヌ
ガラ１世とジョグジャカルタ王の対敵の物語）はその後期について語っている。その内容は以下の
通りである。
１. 軍事的な内容
マンクヌガラン王宮建国を達成するまで16年間に及んで戦ったR.M. Saidは、戦術というものが最
も重要な要素であり、戦術を良く身につけない王は敗北という結果に繋がると彼は考えた。彼の経
験は後のマンクヌガラン王に伝わり、彼らは常に戦術と軍事力を促進し続けた。結果として、マン
クヌガランの軍事力はインドネシアの王国の中に最も強力と見なされるようになった。神の啓示
（wahyu）、遺伝（trah）、そして軍事力（kadigdayan）の３つの要素がジャワにおける王宮の権力と
その正当性を示している。
２. 経済関係の内容
マンクヌガラン王宮でBabadに影響されたのは、軍事の他に農業に関する制度である。Babad 
Memengsahanipun KGPAA Mangkunegoro I kaliyan Kanjeng Sultan Ngayogyaでは、マンクヌゴ
ロ１世は不毛なKeduwang（ソロの東南部に位置するワォノギリ地方）の土地を富を与える土地に
すると書かれた。後にこの地域はマンクヌガラン王宮の支配となり、不毛な地方は豊かになった。
現在この地域は高質なチークの産地としてよく知られている。このように、Babadは開発計画の参
考としても使用された。その後、特にマンクヌガラン4世の統治時代に、農業生産や製糖業によって
マンクヌガラン王宮は最も裕福な王宮となった。
⒊ 文化に関する内容
Babadでは文化に関することも書かれている。例えばBabad Tuturの中に、Tari Bedhaya （ブダヤ
舞踊）についての項目がある。主に９人の踊り手によって踊られているブダヤ舞踊は、このBabad
によればマンクヌガラン王宮では７人の踊り手で踊られていたことが分かった。これは文化という
ものが変化するものを意味する。マンクヌガラン王宮の文化は時代と共に変化してきた。近代化も
マンクヌガラン王宮ではタブーではなかった。マンクヌガラン王宮における変化は他にも宮廷内の
マナーに見られる。それは、Langenharjan衣装 （ジャワ伝統衣装とヨーロッパ服の融合から誕生し
た衣装）の着用である。また、マンクヌガラン王宮における文化的なダイナミズムの具体的な例と
してLangendriyanという新しい舞踊劇の誕生が例としてあげられる。その他に、Babad Lampahan
に書かれた宮廷外に演出されたBedhaya Anglir Mendung舞踊のように、人芝居も宮廷外に演出さ
れるようになった。このように、マンクヌガラン王宮は最も近代化が進んだ王宮としてよく知られ
ている。
4．中国人との関係に関する内容
Babad Pacinaはマンクヌゴロ１世と中国人の交流について語っている。最初は18世紀半ばから共
にVOCに敵対し合った関係であったが、その交流の結果、ジャワと中国の文化が影響し合うように
なった。また、中国人との交流によって経済・商業を中心にマンクヌガラン王宮の発展は遂げられ
てきた。
模範型とする文学作品
マンクヌガラン王宮の運営は以下の３つの要素に支えられてきた。
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（1）Tridarmo （トリダルモ―３つの義務） 哲学 。それは以下の通りである。
　   ① Rumongso Melu Handarbeni （王国に対する帰属意識）
　   ② Wajib Melu Hangrungkebi （王国を防衛する義務）
　   ③ Mulat Sarira Hangroso Wani （内省的な自己を常に持つこと）
（2）Hanebu Sauyun （統合するサトキビ） 哲学
（3） Tiji Tibeh： Mukti Siji Mukti Kabeh、Mati Siji Mati Kabeh （一人の福は皆の福、一人の死は
皆の死） 哲学
これらの哲学は臣民に分かりやすく理解させ、広められるように、解釈が必要であった。文学作
品はそのための解釈と説明という役割を持ち、これら哲学を臣民に浸透させる担い手となった。
マンクヌガラ４世の時代に、マンクヌガラン王宮の文学は最盛期を迎えた。強力な兵隊を持ち、
インドネシアの王宮の中でも最も裕福な王宮として知られた他、40程の文学作品が製作された。こ
れらの文学作品の内容は以下の４つに分類することができる。
（1）軍事
　　  Serat Tripomo （トリパマ詩、三つの模範）の中にマンクヌゴロ４世は、国を守るための兵
隊の品格の基盤を作った。強い性格を持つ軍人は強力な軍事力を産むと彼は考えた。
（2）富
　　  富は人生の中で必要不可欠なものであるとマンクヌゴロ４世は訴えた。Darma Wasita 詩で
は富のない人は社会から隔離され、侮辱されると書かれている。この考えを基に、マンクヌ
ガラ４世は他のジャワ王と比べていち早く製糖業やプランテーションなどを所有した。
（3）団結
　　  マンクヌゴロ４世は王族間、そして臣民間の団結を強く訴えた。彼は、内紛は王宮の存続に
害するとマタラムの歴史から学んできた。「団結するように」という教えは「Hanebu Sauyun」 
というジャワの哲学に反映された。長さや太さは様々だが、それぞれ甘みを含んでいるサトキ
ビの群れのように、人間も様々だが、それぞれ役割をもっているという意味である。
（4） 知識
　　  マンクヌゴロ４世にとって知識は重要なものであった。Darma Wasita詩では、良い生活を
送るため、８つの道（Asta Gina）に従事しなければならないとある。その６つ目は知識を向
上することである。このような理念は次のマンクヌガラン王達にも受け継がれることとなっ
た。その実施は、マンクヌゴロ4世とオランダ人であるホッレ（Holle）によって設立された
Sekolah Guru Jawa （ジャワ教師育成学校）からはじまった。そして後にマンクヌゴロ６世の
時代にキリスト教系の学校設立の許可が多く出され、マンクヌガラ７世の時代には幾つかの
教育機関と研究所が設立された。
